
 

黄砂について 

 

１．黄砂現象とは  

黄砂現象とは、東アジアの砂漠域（ゴビ砂漠、タクラマカン砂漠など）や黄土地帯から
強風により大気中に舞い上がった黄砂粒子が浮遊しつつ降下する現象を指します。日本に
おける黄砂現象は、春に観測されることが多く、時には空が黄褐色に煙ることがあります。
（第1図） 

黄砂現象発生の有無や黄砂の飛
来量は、発生域の強風の程度に加え
て、地表面の状態（植生、積雪の有
無、土壌水分量、地表面の土壌粒径
など）や上空の風の状態によって大
きく左右されます。黄砂粒子はいっ

たん大気中に舞い上がると、比較的
大きな粒子（粒径が10マイクロメ
ートル以上（1マイクロメートルは
1ミリメートルの千分の一の長さ））
は重力によって速やかに落下しま
すが、小さな粒子（粒径が数マイク
ロメートル以下）は上空の風によっ
て遠くまで運ばれます。例えば、東
アジアが起源の黄砂粒子が太平洋を横断し、北米やグリーンランドへ輸送されたことも報
告されています。 

２．黄砂の濃度と視程の関係 

地表付近の黄砂の濃度が高くな

ると、洗濯物や車の汚れなどのほ

か、視程が悪化することで航空機

の離着陸等の交通に影響が生じる

こともあります。 

第 2 図は、数値予測モデルで計

算した 0.1 マイクロメートルから

10 マイクロメートルの粒径の黄

砂粒子による地表付近の黄砂の濃

度と、国内の気象台等で観測者が

目視で観測した視程との対応を統

計的に調べたものです。ただし、

地表付近の黄砂の濃度と視程の関係は、観測される地点での黄砂の粒の大きさや湿度の違
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第 1 図 黄砂解説図 

第 2 図 地表付近の黄砂の濃度と視程 

およびその影響のおおまかな関係 



いに左右されるため、必ずしも一定ではありません。 

３．月別黄砂観測日数  

第3図は国内で目視観測を

行っている気象官署 60 地点

について、黄砂現象が観測さ

れた日数を月別に集計し、

1981 年から 2010 年の 30 年

で平均した値です。 

月別黄砂観測日数平年値

は 4 月が 9.0 日で最も多く、

次いで 3 月、5 月が多くなっ

ており、黄砂は春に多く観測

されることを示しています。

ただし、秋や冬にも観測され

ることがあります。 

 

４．黄砂情報の利用の仕方 

黄砂に関する情報の国民等への周知を図るため、日本やその付近で黄砂が観測されてい

る状況や黄砂の予測について、気象庁ホームページの黄砂情報に、黄砂観測実況図および

黄砂予測図を掲示しています。 

ここでは、気象庁ホームページの黄砂情報の基本的な利用の仕方について紹介します。 

４－１ 黄砂の実況を確かめる 

黄砂観測実況図（第 4 図）を見て、その日の図

の更新時間までの間に、黄砂の観測を通報した地

点や、どの地点で視程が悪くなっていたのかを確

かめることができます。過去の実況図と合わせて

見れば、黄砂を観測した地点がどのように変化し

てきたかが分かります。 

黄砂が観測されている地点の視程は、2km 未

満（赤色）、2km 以上～5km 未満（黄色）、5km

以上～10km 未満（青色）、10km 以上（水色）の

4 段階で色分けをして、その日に通報された中の

最も短い視程に応じた色で表示されます。黄砂が

観測されていない地点は、観測なしを表す白丸で

表示されます。国内の観測地点にマウスのカーソ

ルを重ねると、観測地点名が表示されます。 

 

４－２ 黄砂の分布を確かめる 
 黄砂分布図（弟 5 図）は、地表付近の黄砂濃度や大気中の黄砂の総量の分布を、黄砂の
数値予測モデルで計算したもので、 00、03、06、09、12、15、18、21 時の 3 時間ごと
の最新の分布を見ることができます。地表付近の黄砂の濃度の分布図と大気中の黄砂の総
量の分布図の 2 種類があります。 

 黄砂分布図は、日本とその周辺（北緯 20 度～50 度、東経 110 度～150 度の範囲） を一

辺 1.25 度（約 110km）の格子に分割して、数値予測モデルで計算した、黄砂が分布する
領域を表示したものです。黄砂分布図による黄砂分布領域以外の場所でも、ごく薄い黄砂

第 3 図 月別黄砂観測日数平年値 

第 4 図 黄砂観測実況図の例 

http://www.jma.go.jp/jp/kosa/index.html


が観測されることがあります。 

地表付近の黄砂濃度の分布図（第 5 図左）は、地表面から高さ約 1000m までの間の黄
砂濃度から、黄砂分布領域を、その黄砂濃度に応じて色に濃淡を付けて表示したもので、
視程（水平方向の見通し）の悪化や洗濯物や車の汚れなどの黄砂の影響を考える際の情報
として利用することができます。 

大気中の黄砂総量の分布図（第 5 図右）は、地表面から高さ約 55km までの間の 1 平方
メートルあたりに含まれる黄砂総量に応じて色に濃淡を付けて表示したもので、大気中に
黄砂が浮遊していることによって感じる空のにごり具合に対応する情報として利用するこ
とができます。 

 
４－３ 黄砂の予測を確かめる 

黄砂予測図は、この先の地表付近の黄砂濃度や大気中の黄砂総量の分布を、数値予測モ

デルで、1 日 1 回、21 時を初期値として計算した 4 日分の 03、09、15、21 時の予測図を

見ることができます。黄砂予測図の更新は、1 日 1 回、午前 6 時頃に行います。 

地表付近の黄砂濃度予測図と大気中の黄砂総量予測図を組み合わせて見ることで、上空

に黄砂が予測される場所が分かります。予測図には、地表付近の黄砂の濃度予測図（第 6

図左）と大気中の黄砂の総量の予測図（第 6 図右）の 2 種類があります。 

第 5 図 黄砂分布図の例 

（左が地表付近の黄砂の濃度の分布図、右が大気中の黄砂の総量の分布図） 

第 6 図 黄砂予測図の例 

（左が地表付近の黄砂の濃度の予測図、右が大気中の黄砂の総量の予測図） 

 



４－４ 黄砂に関する気象情報を確かめる 

 視程の悪化による交通への支障や日常生活に広い範囲で影響を及ぼすような黄砂が観測

されたり、数値予測モデルや天気図などから向こう 24 時間先までに影響を及ぼすような

黄砂が予想された場合には、気象庁予報部から発表される「黄砂に関する全般気象情報」

や、各地の気象台等から発表される「黄砂に関する気象情報」や「天気概況」で、各地の

黄砂の状況やこの先の見通しについて知ることができます。 

なお、東京航空地方気象台では、視程 5000m 以下の黄砂を観測した場合は航空観測気

象報（METAR）で通報し、黄砂により視程が 5000m 以下となることが予想される場合は、

運航用飛行場予報で通報します。 

 

５．2015年 2月 22日の黄砂  

 2 月 21 日夜から 22 日朝にかけて、西日本を気圧の谷が通過し、22 日 15JST では黄海

の高気圧が西日本に勢力を拡げる（第 7-1 図）。黄砂は 22 日、西日本の所々で観測されま

した（第 7-3 図）。福岡空港（RJFF）では 22 日 1230JST では視程が 2000m まで悪化し

ました。 衛星可視画像でも東シナ海、日本海、西日本の広い範囲で観測されていました（第

7-2 図赤色破線内）。 
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黄砂観測地点と視程 

 

第 7-1 図 22 日 15JST 

地上天気図 

第 7-2 図 1140JST 

衛星可視画像 



10118 10129 80 102 62 781 63 330 24 340 32 330 110 25 - - 

10098 10109 100 130 63 392 22 320 27 320 38 0 0 0 - - 

10180 10192 63 77 50 623 42 50 13 40 17 15 10 5 - - 

10036 10048 95 165 39 734 37 360 19 230 23 145 60 15 - - 

10143 10154 98 132 70 445 26 350 19 350 26 - - - - -
10229 10241 76 99 60 606 38 70 15 70 19 20 15 5 - - 

10225 10237 66 81 49 817 74 360 17 360 21 35 10 5 - - 

10203 10215 88 112 62 828 71 10 18 10 25 10 10 5 - - 

10123 10134 96 102 88 879 77 20 16 360 20 180 90 30 - - 

9972 9983 76 132 20 6010 32 340 23 320 32 30 10 5 0 - 

10075 10087 65 114 10 3911 29 230 22 230 30 - - - - -
10100 10111 88 137 43 3612 27 190 23 180 31 - - - - -
10148 10159 98 142 36 3513 23 230 21 220 28 - - - - -
10186 10197 92 116 73 5314 31 80 18 200 29 - - - - -
10237 10248 91 121 63 6315 54 70 14 80 17 0 0 0 - - 

10217 10229 110 130 88 7816 59 120 10 110 12 135 30 10 - - 

10173 10185 143 203 104 8017 52 190 16 170 24 15 15 5 - - 

10165 10177 144 189 105 8118 59 60 14 180 17 0 0 0 - - 

10083 10094 122 145 107 9119 79 70 16 70 17 80 25 10 - - 

10129 10140 113 133 98 8420 72 60 14 60 17 - - - - -
10155 10166 101 128 84 6821 40 60 13 180 16 0 0 0 - - 

10116 10127 130 176 76 6522 45 190 22 190 30 0 0 0 - - 

10107 10119 107 151 54 5223 19 30 23 20 28 5 5 5 - - 

10175 10186 85 144 38 3724 16 350 21 280 28 - - - - -
10250 10261 85 137 43 3325 21 330 23 320 33 - - - - -
10282 10294 97 136 58 3926 19 340 20 340 27 - - - - -
10228 10240 123 176 60 4627 27 180 20 170 25 - - - - -
10171 10182 138 196 82 5428 22 210 17 190 24 - - - - -
10132 10143 148 205 113 6629 44 180 24 220 32 10 5 5 - - 

10168 10179 156 208 109 6330 37 180 17 180 23 - - - - -
10169 10181 163 210 106 6831 45 190 25 190 32 - - - - - 

10133 10144 84 113 56 67上旬 765 0
10151 10163 107 143 73 64中旬 230 -
10178 10189 121 170 75 54下旬 15 -
10155 10166 104 143 68 61月 1010 0

210 10極値 16 320 27 320 38 330 110 30 -
31 11起日 24 2 2 1 1 9 -

RJTT地点略号官署名 東京航空地方気象台
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項

>=0

大気現象出現日数
ｆｔｍｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

0 0 0 0 0 0 0 14 0 0 0 18 12 5 4 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

降雪の深さの日合計階級別日数　㎝気温 日数　℃ 最大風速階級別日数　ｋｔ 日降水量階級別日数　㎜

日最低 日平均 日最高 日最低 日平均 日最高 日最高
<0.0 <0.0 <0.0 >=25.0 >=25.0 >=25.0 >=50.0 >=70.0>=30.0 >=20 >=30 >=40 >=50 >=0.0 >=1.0 >=30.0>=10.0>=5.0 >=50 >=100>=100.0 >=0 >=20>=10>=5

0 0 0 0 0 0 0 3117 1355 56 8 0 0 0 0 0 3839 2088 169 0 0 0 1 0 1

最低雲高継続時間　分日最深積雪階級別日数　㎝ 視程継続時間　分 ＲＶＲ継続時間　分
ｍ ｆｔ ｆｔ ｆｔ ｆｔ ｆｔ

>=5 >=10 >=20 >=50 >=100 <1500 <1000>=200 <5000 <3200 <1600 <1600 <800 <600 <100<200<400 霧 雪<500 <300 雷<100<200

                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    


